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「自信」をもたせる 
校長 髙橋 忠太郎  

  

令和２年もあと１ヵ月を残すのみとなりました。臨時休業や諸行事の中止など新型コロナウィル

スに翻弄された１年間でした。また、昨今は、本校職員の感染など、児童、保護者の皆様にも、大

変ご心配をおかけしています。できる限りの感染症対策をしながら、子供たちが安心して登校でき

るよう、適切に対応していきたいと思います。ここまで、本校の教育活動に対するご理解とご協力

に感謝申し上げます。 

以前、知り合いの教員から、ある父親の体験を聞いたことがあります。以下のような内容です。 

その人の息子は、小学校に入ってもなかなか字を覚えないような子供でした。母親はカルタなど

を使い、毎日付きっ切りで字を覚えさせました。１・２年生の時の学級が荒れて、きめ細かく勉強

を見てもらうことはできませんでした。父親は、「できる子供にとって影響は少ないが、うちの子

のような子供はまともに影響を受けた」と嘆いていました。３年生の先生はしっかり指導してくれ

て、その子も勉強に取り組むようになり、学力も徐々に付いていったそうです。しかし、４年生で

担任が変わると、また元に戻ってしまいました。４年生の時、学校で行うワークテストが毎回３０

点や４０点でした。これではいけないと思い、父親が家で勉強を見ることにしました。始めたのが

４年生の正月明けでした。父親は考えました。まずは少しでもこの子に自信をもたせよう。そのた

めには、学校の授業を理解できるようにすることだ。授業が理解できて、手を挙げて発表できるよ

うになれば、大きな自信になるはずだ。そこで、授業の予習を中心に行うことにしました。あれも

これもできないので、予習は算数に絞って取り組みました。予習といっても既習事項が分からない

ので、復習をしながらの予習です。はじめは理解するまでに時間がかかり、相当苦労しました。ど

うしてこんなことが分からないのかと、情けなくて腹の立つこともありましたが、叱ったりせずに

辛抱強く教えました。５年生になっても続けました。５年生の担任は力のある先生でした。始めて

から半年がたったころから少しずつ成果が出てきました。先生の指導もあり、授業が分かるように

なって勉強することが楽しいという言葉が出るようになってきました。２学期になると算数のテス

トでは８０点や９０点を取ってくるようになりました。そうするとますます自信を付け、３学期ご

ろになるとほとんどの算数のテストが９０点以上になりました。そして、いつの間にか算数は得意

科目になっていました。もう一つ取り組んだことは、文章を読めるようにすることでした。文章の

読解はあらゆる勉強の基礎になると考えたからです。家で一緒に勉強を始めた頃、息子は学年相応

の文章を読み取る力はありませんでした。そこで、低学年が読むような物語をコンビニでコピーし、

続きが読みたくなるようなところでわざと区切り、数ページずつ渡して読ませました。でも、こち

らは算数のようにうまくはいきません。文章読解力はそう簡単には身に付きませんでした。それで

も量を読ませることが必要だと考え、あきらめずに続けていきました。内容もだんだん難しくして

いき、物語だけでなく科学や動物の本などの説明的な文章も読ませるようにしていきました。そし

て、読ませたコピー用紙を積み重ねて２０ｃｍぐらいになった６年生の３学期あたりから、ようや

く読み取る力がついてきたと感じられるようになりました。 

大体このような内容です。先生のことなど学校にとっては耳の痛い内容もありますが、この事例

には子供を伸ばすためのヒントがたくさん詰まっています。私はこの話から、子供が学力をはじめ

様々な力を伸ばしていくために最も大切なものは、「自信」をもたせることであると感じました。

どうしたら子供に自信をもたせることができるか。自信を無くしてしまった子供に、再び自信を取

り戻させてあげるために具体的にどのような働きかけをしていけばよいのか。これからも、そのこ

とをしっかりと考え、実践していきたいと思います。 



 

 

12月の行事予定 
   

1 火 
 

16 水 ※地域未来塾 

2 水 ※地域未来塾 17 木  

3 木 水曜時程 18 金  

4 金 水曜時程 19 土 土曜授業 

5 土 
 

20 日  

6 日  21 月  

7 月 クラブ 22 火  

8 火 安全指導 23 水 ※地域未来塾 

9 水 避難訓練（不審者） ※地域未来塾 24 木  

10 木 
 

25 金 終業式 給食終  

11 金 
 

26 土 冬季休業日始 

12 土 土曜授業 27 日   

13 日 
 

28 月 
 

14 月 委員会   29 火 機械警備始（令和３年１月３日まで）  

15  火 
 

30 水   

※地域未来塾は 1学期に申し込み済みの 3.4年生のみ  31 木   

【生活科見学】  1年生 11月 13日（金） 

2年生 1１月 4日（水） 

１年生は、南田中公園へ秋探しに出かけました。 

全員が全部の遊具で遊べるよう、グループごとにローテ

ーションしました。また、地面に落ちているどんぐりに気

付き、子供たちは熱心に拾っていました。先週からその

どんぐりでおもちゃ作りを始めました。 

 短い時間でしたが、子供たちは秋を楽しみました。 

  
【読書旬間】  10月 26日（月）～11月 6日（金）         
通常通りの図書館開放ができない中でも、たくさん本

に触れあってもらいたいというねらいから、今回の読書

旬間は移動図書館を開設しました。昼休みだけでなく、

中休みも、5年 1組と 3年 2組の教室前に図書を置き、

貸出しできるようにしました。 

【菊の贈呈】   

日頃お世話になっている地域の方々に感謝の気持ち

を込めて、6 年生が菊の鉢植えをお届けしました。配達

するために花鉢を持ち帰ろうとしている 6 年生の姿に

は、誇らしさがにじみ出ていました。菊の贈呈を受けた

方には、喜んでいただけたそうです。その数日後、菊の

お礼にと手作りのお返しが届けられました。心のこもっ

たこのおたよりは 6年生教室の前に掲示しています。 

 

 

２年生は７つのコースに分かれ、地域の施設やお 

店などを見学させていただきました。お仕事の様子

を見たりお話を聞いたりしてきました。子供たちは

事前に質問を考え、積極

的にインタビューしまし

た。新しい発見がたくさ

んあったようです。 
 

 

 

 

 

 

 

主事室 

にじいろ保育園 

西武バス 

給食室 

給食室には入れないので栄

養士さんからお話を聞きま

した。 

見学先の皆様、見学の引率をしていただいた保

護者の皆さま、本当にありがとうございました。 
 

南田中図書館 

 

大村庵 

 

南が丘小学童クラブ 

お知らせ 
主任教諭が 12月 2日より出産休暇に入ります。算

数担当講師が臨時的任用教員として引き続き少人

数算数を担当します。 


